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もし、あの最初の契約が欠けのないものであったなら、第二の契約が必要になる余地は

なかったでしょう。しかし、神は彼らを責めて、こう言われました。 「『 その日が来る。

私はイスラエルの家、およびユダの家と / 新しい契約を結ぶ』と / 主は言われる。『それ

は、私が彼らの先祖の手を取って / エジプトの地から導き出した日に / 結んだ契約のよう

なものではない。彼らが私の契約を守らなかったので / 私も彼らを顧みなかった』と / 主

は言われる。『それらの日々の後 / 私がイスラエルの家と結ぶ契約はこれである』と / 主

は言われる。『私は、私の律法を彼らの思いに授け / 彼らの心に書き記す。私は彼らの神

となり / 彼らは私の民となる。彼らは、自分の同胞や兄弟の間で / 「主を知れ」と言って

教え合うことはない。小さな者から大きな者に至るまで / 彼らは皆、私を知るからである。

私は、彼らの不正を赦し / もはや彼らの罪を思い起こすことはない 。』」 神は、「新しい契

約」と言われることによって、最初の契約を古びたものとされたのです。年を経て古びた

ものは、間もなく消えうせます。（ヘブライ 8:7 ～ 13） 

 

著者は、「もし、あの最初の契約が欠けのないものであったなら、第二の契約が必要に

なる余地はなかったでしょう」と述べている。「最初の契約」とは、モーセにより出エジ

プトをなした時の律法に基づく契約である。これが、人間に全き救いをもたらすものであ

ったならば、「第二の契約 」、 大祭司イエスによる神への執り成しによる救いの契約は必

要がなかったと言っている。最初の契約、即ち、律法による祭儀は無力で、天の幕屋の雛

型、影でしかなかった。それで、神は大祭司主イエスを遣わし、罪を贖い、神と結び合う

救いを与えてくださった。著者は、この出来事を、エレミヤ書31章の「新しい契約」の預

言の成就と捉えている。「しかし、神は彼らを責めて、こう言われました。『その日が来

る。私はイスラエルの家、およびユダの家と / 新しい契約を結ぶ』と / 主は言われる。

『それは、私が彼らの先祖の手を取って / エジプトの地から導き出した日に / 結んだ契約

のようなものではない。彼らが私の契約を守らなかったので / 私も彼らを顧みなかった』

と / 主は言われる 。」 神が彼らの先祖の手を取って、エジプトの奴隷状態から導き出した

日、神と民はシナイの荒れ野で契約を結んだ。それは、神が律法を与えるから、これを守

れ、そうすれば、神はあなたがたを守り、約束の地、カナンに導き上る祝福を与える。い

わば、「ギブ  アンド  テイク」の契約であった。しかしイスラエルの民は、契約に不誠

実であったため、神は彼らを憐れまれず、顧みられなかった。それにもかかわらず、神は、

イスラエルとユダの家に新しい契約を結ぶ日が来ると言われる。 「『 それらの日々の後 /

私がイスラエルの家と結ぶ契約はこれである』と/ 主は言われる。『私は、私の律法を彼

らの思いに授け / 彼らの心に書き記す。私は彼らの神となり / 彼らは私の民となる。彼ら

は、自分の同胞や兄弟の間で / 「主を知れ」と言って教え合うことはない。小さな者から

大きな者に至るまで / 彼らは皆、私を知るからである。私は、彼らの不正を赦し / もはや

彼らの罪を思い起こすことはない 。』」 律法を守ったとか、守らなかったとかに関わりなく、

神が彼らの心の中に律法を授け、書き記す。その時、自分の同胞、兄弟たちに「神を信じ

なさい」と教える必要がなく、小さい者から大きい者に至るまで、神を知るようになる。

神が彼らの不正を赦して、彼らの罪を思い起こし、問い質すことはしない。このように、

神が一方的に全き赦しを与えてくださる「新しい契約」を立てる日が来る。 



エレミヤの告げる「新しい契約」は、旧約聖書の頂点で新約聖書へとつながる鍵になる

預言である。繰り返しになるが、エレミヤ書31章 31節～ 34節の「新しい契約」の預言を掲

載したい。「その日が来る。―主の仰せ。私がイスラエルの家、およびユダの家と新しい

契約を結ぶ。それは、私が彼らの先祖の手を取って、エジプトの地から導き出した日に結

んだようなものではない。私が彼らの主人であったにもかかわらず、彼らは私の契約を破

ってしまった―主の仰せ。その日の後、私がイスラエルの家と結ぶ契約はこれである―主

の仰せ。私は、私の律法を彼らの胸の中に授け、彼らの心に書き記す。私は彼らの神とな

り、彼らは私の民となる。もはや彼らは、隣人や兄弟の間で、『主を知れ』と言って教え

合うことはない。小さな者から大きな者に至るまで、彼らは皆、私を知るからである―主

の仰せ。私は彼らの過ちを赦し、もはや彼らの罪を思い起こすことはない 。」 この御言葉

を読む度に、人間の救いの真実は、ここにあると心が震えるような感動を覚える。エレミ

ヤは紀元前 6 世紀頃、ユダで活躍した預言者で「悲しみの預言者」と言われている。 

イスラエルはアッシリアに既に滅ぼされていた。ユダは辛うじて、国家を成していたが、

東には新興国のバビロンが台頭し、南にはエジプト帝国があり、強大な二国に挟まれ、木

の葉のように揺れていた。当時は、むき出しの暴力が支配していたので、ユダは多額の貢

ぎをバビロンとエジプトに治めていた。ユダの支配者たちは、どちらの国に付いて国を守

るべきか迷うような状態であった。両大国の狭間にあって、不安と恐怖が渦巻き、民の生

活状況は著しく荒廃した。我が身を守るために、他人のことを考えることができなくなり、

人心は乱れ切ったのである。エレミヤは、その状態をエレミヤ記 6 章 13節～ 15節で下記の

ように語っている。「小さな者から大きな者に至るまで皆、暴利を貪り / 預言者から祭司

に至るまで皆、虚偽をなす。彼らは、わが民の傷を安易に癒やして / 『平和、平和』と言

うが、平和などはない。彼らは忌むべきことをして恥をさらした。それを少しも恥ずかし

いと思わず / 屈辱に気付きもしない。それゆえ、彼らは倒れる者と共に倒れ / 私が彼らを

罰するとき、彼らはよろめき倒れる―主は言われる 。」 エレミヤは一貫して、力を増して

きたバビロンに降伏すべきだと主張した。土地を買い、将来、解放され、必ず買い戻す回

復の時が来ると希望も語った。しかし、神を信じ、隣人を愛して共に生きよという律法は

ユダの民の中から消えうせた。エレミヤは、人は律法を守り得ないことを知り、絶望のど

ん底に落とされた。この時エレミヤは、神が新しい契約を立ててくださる日を、絶望の中

から仰ぎ見た。預言者の中で、国家が滅亡していく様を見つめたエレミヤほど、絶望を体

験した預言者はいないだろう。しかし、その絶望の淵から希望の光を、望み見たのである。

神が民の心の中に律法を記し、神を信じなさいという必要のないほど、生ける神を体験す

る。それは、神が人間の罪を不問にし、全き赦しを与える希望の光である。主イエスは最

後の晩餐において、十字架の死がエレミヤの預言した「新しい契約」であると宣言されて

いる。「それから、イエスはパンを取り、感謝の祈りを献げてそれを裂き、使徒たちに与

えて言われた。『これは、あなたがたのために与えられる私の体である。私の記念として

このように行いなさい 。』 食事の後、杯も同じようにして言われた。『この杯は、あなた

がたのために流される、私の血による新しい契約である（ルカ 22:19 ～ 20 ）。』」 主イエス

は、エレミヤが預言した「新しい契約」は、ご自分が十字架で、体を裂き、血を流すこと

によって、成就すると告げられた。ヘブライ書の著者も、エレミヤの新しい契約が、主イ

エスにおいて成就したと語っている。代々の教会は、聖餐式でパンとぶどう酒をいただき、

神から与えられた「新しい契約」により、一方的な罪の赦しに与ってきたのである。 


